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別紙

委員長　　　　ただいまから、建設常任委員会を開催します。

　　　　　　　議長より、あいさつをお願いします。

議長　　　　　あいさつ

委員長　　　　副町長より、あいさつをお願いします。

副町長　　　　あいさつ

認定第５号
委員長　　　　それでは議事に入ります。認定第５号平成18年度長久手町公共下水道事業特別会計決算認定についてを議題といたします。執行部の説明をお願いします。

下水道課長　　公共下水道事業特別会計の決算概要について説明。

委員長　　　　説明は終りました。これから認定第5号について質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

加藤委員　　　寄付金の300万は、どこからの寄付か。

下水道課長　　長湫中部土地区画整理組合から受益者負担金に相当する寄付金をいただいています。

吉田委員　　　使用料のうち不納欠損額8,400円は、企業団が挙げた金額で、こちらも挙げざるを得なかったのか。

下水道課長　　使用料未納の場合、5年間督促し徴収をかけていますが、どうしても納付されなかった額を不納欠損としています。

吉田委員　　　水道料金もそういうことが起きると解釈していいか。

下水道課長　　水道の方は水道法で不納欠損年数等が違う。長久手町の場合は自治法で5年間です。

吉田委員　　　今、企業団に委託料を払い企業団が使用料を徴収しているが、最後までは面倒をみてもらえないわけですか。

下水道課長　　現在使用料の徴収は、当初は企業団と長久手町下水道使用料を同時に納付していただいています。その後1回の督促までは企業団で行っています　が、その後は水道料金と下水道使用料それぞれで督促を行っています。

じんの委員　　下水道受益者負担金現年度分で2億9,546万円程あるが、南部土地区画整理組合からということか。

下水道課長　　現年度の賦課区域として長湫南部土地区画整理組合と岩作・西島、長湫・荒田等の賦課になります。ただ今回額が大きいのは、長湫南部土地区画整理組合が17年度に5年分賦課した分のうち4年分を18年度に納付されました。18年度賦課分も5年分を一括納付されましたので、受益者負担金の額は非常に大きくなっています。

じんの委員　　南部はほとんど終わっているという意味か。

下水道課長　　一般の区域と同じで、整備した区域について次の年賦課をする。まだ事業が残っているため負担金は終わってはいない。

じんの委員　　加藤委員の尋ねた寄付金について、南部のほうは額は大きいが計画的に入ってきているので、中部区画整理組合は毎年覚書で300万、400万納めているが、あといくら残っているか。

下水道課長　　中部の負担金残額は4億9071万9千円です。

じんの委員　　中部区画整理組合はこのまま覚書で300万ずつ払っていくのか。精算する時残りを全部払うのか。

下水道課長　　中部と長久手町で覚書を結び、毎年の納付額を協議して決めています。言われるとおり組合の事業清算時に未納額があるときは、残額を納めていただくことになっています。

じんの委員　　保留地処分した時ということか。

下水道課長　　保留地処分の時ではなく、中部が事業解散する時という意味です。

じんの委員　　平成18年度の下水道管工事は何本か。また平均落札率はいくらか。

下水道課長　　平成18年度の下水道管工事の本数については、資料を持ってきておりません。予定価格に対する落札率は、管渠築造工事93.6％、舗装復旧工事94％です。

じんの委員　　国の補助金がついたものと、町の補助金がついたものと2種類あると思うが、落札率の差はないか。

下水道課長　　工事については、同じ工事なら国庫補助対象事業分と単独事業分を一緒に１本として発注しているので、落札率には差はありません。

委員長　　　　先程4億9千万の残額が残っているとのことだが、新たに組合員が負担することにはならないか。

下水道課長　　長久手町と中部整理組合で覚書を結んでいるので、それについては町でははっきり分かりません。組合の問題になると思います。保留地処分が順調に進めばそういうことはないと思います。町は組合から寄付金をいただくという契約になっています。

じんの委員　　平成18年度の下水道管工事について、平成17年度と比べて工事費の節約や落札率を下げるためどういった努力をしたか。

下水道課長　　平成17年度と平成18年度を比べると平均落札率は下がっている。郵便入札の試行による新たな入札形式の導入など様々な対応が経費削減につながったのではないかと思います。

じんの委員　　私の住んでいる地域も平成18年度に工事を行ったが、１地域で１業者にした方が、余分な事務費が要らない等のためいいという声もあった。自分の町内でも４業者入っていたが、どういう理由で分けていたのか。

下水道課長　　じんの委員のお宅の近くでは管渠築造工事と舗装工事があり、舗装工事については舗装専門の業者から入札をかけて工事しますので、管渠工事の業者とは違うことがあります。それと、地域を分けるのは、下水工事の場合、例えば６０００万円の工事ではこれくらいという標準の工期があります。下水道としては年度内に工事を完了して次の年すぐに使っていただきたいということで発注をしておりますので、ある程度大きな道路とか、水の流れなどを考え、標準的な工期で順当にできるよう工事を分けて無理な工事をしないように、特に通行止めなどしなくてはいけませんので、現場監督等住民と密接に連絡をとっていただくため、工事をある程度の大きさに分けたほうが住民とのトラブルが少ないと思います。

浅井委員　　　中部区画整理組合について、今の整備費も含めて最終的に清算できるという見通しはあるか。最終的に不用地を買うということも含めて清算できるのか。

副町長　　　　中部の事業計画について詳細な資料は持ってきていませんが、平成３年にバブルがはじけてから保留地の売れ行きが悪くなり、借り入れ金が増えています。ここ数年、年間９億くらいの保留地処分をしているということで、最大３０数億円あった借入金が、現在ではゼロと聞いております。これから保留地で売れるものについては事務費と負担金の支払いに充てていくということで、直接的に町が充当することはないが、完了できると考えております。

浅井委員　　　脱水ケーキの処分委託について、最終的に牧草の肥やしになると聞いたが、企業倫理などの問題や家電業界で処分費用をもらったものを横流しした問題が発生しているが、グリーンアースジャパンについて最終的な行き先、利用法について確認をしているか。

下水道課長　　毎年1回どういう風に処分されているか事業地の確認を行っております。愛知県職員も一緒に見に行っていただいたことがあります。確実に処分されております。

浅井委員　　　場所はどこか。

下水道課長　　伊賀市の土地改良区域内です。
浅井委員　　　香流川の最上流部にある三ヶ峯ニュータウンの合併浄化槽設置率はどれくらいか。
下水道課長　　下水道課では把握していません。環境課が担当になります。
浅井委員　　　設置率を把握し今後どうしていくのか、設置率が悪いと汚れた水が香流川の源流部に流れ込むことになるので今後の方針も含め聞きたい。
下水道課長　　三ヶ峯ニュータウンについては公共下水道で整備していく予定です。
浅井委員　　　農村構造改善事業の地域を縦断若しくは横断して現在の公共下水道に接続していくということか。　

下水道課長　　三ヶ峯ニュータウンは結構な集落ですのでかなりの水量があります。それを前熊苑に入れ込むと処理場が持ちませんので、万博の時に入れた送水管に別ルートで流し込むかたちになります。
浅井委員　　　町の全体計画の中でニュータウン、三ヶ峯ゴルフの開発について個人のものを規制するのかどうか、下水に対する町の費用負担等あるので下水の立場も含めて今後どうしていくのか聞きたい。

副町長　　　　三ヶ峯ニュータウンについては前熊苑、熊張苑の処理能力等を考え、現在県と調整中です。将来的には公共下水道処理が1番経済的だろうと現在検討中です。
浅井委員　　　副町長にお聞きしたのは、乱開発になるのかどうか、下水道事業の観点からまた全体的な観点から見ても問題があると思うがどうか。
副町長　　　　開発を調整区域で、という話はまた少し違った観点の話になります。　　土地利用計画、また都市計画上の問題、調整区域ということになっていますので、今後第五次総合計画等で勘案した上で、企画課、総務課、建設部も含めて検討していかなくてはいけないという認識はもっております。
浅井委員　　　今後民間の開発に伴って、下水道の立場から計画的にまちづくりを考えていかなければならない。グリーンロード東南の開発について、下水道の立場から抑制していくのか、法律で規制がなければ民間の開発を認めて放置するのか。
副町長　　　　下水道だけで考えられる話ではない。都市計画法上の調整区域・市街化区域の問題、都市計画法の開発の許可の問題があります。11月から新都市計画法に変わり、郊外型の店舗やショッピングセンター以外の住宅系の開発は地区計画をかけていけばある程度許可されることになりますので、地区計画の中でどう規制していくのか検討しなければいけないということです。相手も法律にのっとって開発をするということですから、単にだめだとは言えないので町としては土地利用計画などで対応を考えなければいけないと思います。
浅井委員　　　お願いとして、環境政策上町にとってデメリットになりそうなものに対して、下水道またまちづくりの観点から早めの対策、条例整備についてお考えいただきたい。
加藤委員　　　下水道接続状況、普及率が74％ということだが、後の計画は。
下水道課長　　下水道普及率は74％で非常に高い普及率です。順調に計画的に整備をしております。岩作と長湫・下山の市街化区域の整備が終われば市街化調整区域に入っていきます。
加藤委員　　　本来100％がいいと思うが、あと何年くらいで終わるか。
下水道課長　　公共下水道普及率は100％にはなりません。農村集落排水と公共下水道を足して、それ以外の区域は合併浄化槽の対象区域になります。全部入れますと長久手町の人口になりますので100％になると思いますが公共下水の普及率については100％になる事はないですが、当面の見通しは平成21年までに整備する区域を窓口等で皆さんに公表しております。普及率は公共下水道で整備した区域で、下水が利用できる区域の人口を長久手町の全人口で割ったものです。
加藤委員　　　それと水洗化率というのは、下水の配管工事をしたあと、各戸がつなぐという意味か。
下水道課長　　普及率というのは、下水道が使える区域にお住まいの人口、その中で水洗化率というのはどれだけの方が下水に接続して使われているかという数字になります。下水を利用している人口を下水が利用できる区域の人口で割ったものが水洗化率になります。
加藤委員　　　この85％というのは高いのか。
下水道課長　　本来は100％になるよう未接続対策をするわけですが、実際工事を平成18年は37ha行い、平成19年5月に使用できますというお知らせをしますと、使用できる区域の人口が分母にくるので一旦接続率がかなり下ります。前年度の普及率を切ってしまいますが、またみなさんの接続のご協力によって前年度と比べると数字が上がっています。　

委員長　　　尾張旭市長久手町衛生組合（香流苑）の負担率は非下水道人口の割合で長久手町と尾張旭市の割合が決まっているが、持ち込まれる実際の汚泥の量がその割合通りでなく、長久手町が持ち込む量が多く、前年度実績で決めるべきではないかと、私以外の同組合の監査委員が言われる。そうなれば長久手町の負担率が上がることになるが、どう理解したらいいのか。

下水課長　　推測ですが、下水の接続のためには、浄化槽を一度空にしないといけないので、それが影響しているのでは、若しくは事業所の汚泥の量が多いのではと考えられますが、詳しくは環境課でお願いしたい。

じんの委員　浄化センター諸経費1億6,700万円かかっている。万博では３系列を使い、現在は２系列を使っているのか。

下水課長　　全体を４とする、万博時には３系列まで機械を入れました。終了後２系列で処理をしていたが、現在は３系列目の２分の１も使い処理をしている。水量にあわせて使っている。

じんの委員　経費は、17年度と比べて18年度は増えているか。

下水課長　　経費は、万博を除いても増えている。

浅井委員　　町内外で指定工事店は何件あるのか。

下水道課長　指定業者は100件を超えています。見積等については、各社で競争になります。同じ工事で２～３社の見積を取ると差が出ている状況です。

浅井委員　　認定という制度で、技術的な問題は。県、国の資格、資材等はどういう基準があるのか、指導はしているか。

下水課長　　資格は県が行う責任技術者制度に合格し、会社が町に登録の申請をする、町は事務所の所在確認などをし、指定工事店となります。

浅井委員　　一般の人は、補修などを含め心配をしているが、完了検査は前後を行うのか。仕上がりなどで採点はするのか。

下水課長　　採点はしていないが、完了検査をしており、悪いところは補修をさせている。

加藤委員　　検査は誰がしているのか。

下水課長　　職員が２名で行います。

浅井委員　　指定工事店が100件あると言われたが、苦情等はあるか。
下水課長　　苦情の集計はしていません。電話などでは、見積書を取り説明を良く聞くように伝えています。

浅井委員　　完了後のアフターサービスの義務付けはあるか。

下水課長　　完了後1年と義務付けしています。町に相談があれば職員が現地を見て、原因が工事店にあれば、工事店に指示をしています。

浅井委員　　住民は技術や仕上がり等に不安があると思う。指定工事店にアフターサービスや完了検査などについては、徹底していただきたい。

下水課長　　アフターサービスの補償は、業者により違うため指定はできない。何かあれば、町に相談していただきたい。

委員長　　　下水道会計では、毎年一般会計から5億円前後の繰入金があり、又　　　　　　毎年１億円程度の起債がある。返済は約2億円で現在の町債残高は、一般会計に匹敵する82億円に達している。一方基金は言うと、１２億円となっているが、これらの数字の事業に対する妥当性をどのように考えるか？

下水課長　　下水道事業は多額のお金が必要であり、必要に応じて取崩すために基金を持っている。今後も建設を予定しており、基金を有効に利用する予定です。町債82億円の返済については、30年返済で借りています。起債は後年者負担の意味もあるが、必要最小限で、補助金残額の90％を借ります。

委員長　　　他にございませんか。無いようですので、質疑及び意見は終了いたします。続いて討論、採決を行います。最初に反対討論を行います。ございません

　　　　　　か。無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。無いようですので採決を行います。認定第５号平成18年度長久手町公共下水道事業特別会計決算認定について原案のとおり認定することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　（挙手全員）

　　　　　　挙手全員であります。よって認定第５号は原案のとおり認定することに決しました。
認定第６号

委員長　　　次に、認定第6号平成18年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計決算認定についてを議題とします。執行部の説明を求めます。

下水課長　　認定第６号について説明。

委員長　　　説明は終わりました。これより認定第６号に対する質疑等を行います。　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

水野委員　　滞納繰越は36万円あるが、今後の見通しは、

下水課長　　督促、催告をしながら滞納対策をし、未収を減らしていきたいと考えています。

じんの委員　前熊苑と熊張苑。前熊苑の経費が多いのは。

下水課長　　平成13年度から熊張苑の汚泥を前熊苑まで管を引き前熊苑で一括して処理をしている。この経費が多くかかっている。

浅井委員　　公共下水のグリーンアースジャパンの脱水ケーキ処分のトン当たり単価と、農村下水の三重中央開発に委託している単価に差はあるか。

下水課長　　手元に資料は無いが、差はあります。公共下水道は大きなダンプで搬出する分、単価は安いです。

浅井委員　　入札か。

下水課長　　処分するところが限られており、近くで処分できるところに決めている。

浅井委員　　処理する内容物に差はあるか。

下水課長　　ありません。

委員長　　　徴収率が若干悪くなっているが、税務課等とタイアップはしているか。

下水課長　　夜間徴収、休日徴収など協力を予定しています。

委員長　　　滞納者は、税務課と同じような人か。

下水課長　　同じ人が多いです。

委員長　　　他にございませんか。無いようですので、質疑及び意見は終了いたします。続いて討論、採決を行います。最初に反対討論を行います。ございません

　　　　　　　か。無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。無いようですので採決を行います。認定第6号平成18年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計決算認定について原案のとおり認定することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　　　　　（挙手全員）

　　　　　　挙手全員であります。よって認定第６号は原案のとおり認定することに決しました。
　　　　執行部退席

意見書案第１号

委員長　　　次に、意見書案第１号地方の道路整備の促進と財源の確保に関する意見書の提出についてを議題とします。提出者の説明を求めます。

加藤委員　　意見書案第１号について説明。

委員長　　　説明は終わりました。これより意見書案第１号に対する質疑等を行います。　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　特定財源制度の復活、堅持を求めるものですか。

加藤委員　　道路財源を一般財源に持っていく流れとおもうが、瀬戸大府東海線など、道路整備はまだ必要ということです。

浅井委員　　特定財源を残して、他に安定的な財源をつくれということなんですか。

加藤委員　　まだ未整備のところがあるので、財源を確保してほしいという意見書です。

浅井委員　　道路特定財源の復活を求めないと理解してよろしいか。

加藤委員　　そういう主旨です。

副議長　　　住民の要望に沿って改善できるよう財源を確保してほしい。

委員長　　　本意見書については、先の議会運営委員会の申し合わせにより、どうしても事情があると言われる議員を除き、原則「全会一致を旨」としている点を確認しておきます。
委員長　　　他にございませんか。無いようですので、質疑及び意見は終了いたします。続いて討論、採決を行います。最初に反対討論を行います。ございません

　　　　　　か。無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

浅井委員　　中央の流れ、地方の事情を勘案したときに、地方の要望はあると。我が町の道路に関し促進して行っていただきたいと賛成します。

委員長　　　他にございませんか。無いようですので採決を行います。意見書案第１号地方の道路整備の促進と財源の確保に関する意見書の提出について原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　　　　　（挙手多数：じんの委員反対）

　　　　　　　挙手多数であります。よって意見書案第１号は原案のとおり可決することに決しました。
以上で本委員会に付託されました議案は全て審議終了いたしました。

委員長　　　次に、委員長報告は、正副委員長に一任していただけますか。ご異議が無いようですので、そのように取り計らいさせていただきます。

次に閉会中の継続審査につきまして、委員のお手元に配布いたしております継続審査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して審査をしていただきたいと思いますがご異議はありませんか。

ご異議が無いようですので、そのように取り計らいさせていただきます。

　　　　　　　　　以上をもちまして、建設常任委員会を閉会します。

　　　　　　午前11時20分閉会
上記、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

　　　　　　平成１９年１０月２２日

　　　　　　建設常任委員会委員長　　前田幸明　
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